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序

甲府盆地の東から南東部にかけて施行された笛吹川農業水利事業国営管水路埋

設工事に伴う事前発掘調査は、1976年度に始まり本年度をもって終了いたしまし

た。この間、発掘した26遺跡のうち17遺跡から遺構や遺物を検出し、逐次整理も

進めながら調査報告書を刊行してまいりましたが、これも本年度で終了いたしま

す。

本報告書は1987年に発掘した下長崎遺跡と両の木神社遺跡の２遺跡の調査報告

を合冊したものであります。下長崎遺跡は山梨県東八代郡八代町永井字下長崎に

あって、浅川扇状地の扇端に位置しております。遺跡からは古墳時代、奈良時代、

平安時代の住居杜10軒、掘立柱建物吐２棟、配石５基、集石９基、石組溝１基や

土壌などが検出され、また土師器とともに緑紬陶器、灰粕陶器や鉄器などの貴重

な遺物が出土いたしました。特に平安時代の遺構と遺物については、八代荘の停

廃事件に関係する可能性も指摘されております。さらにこの遺跡の立地上から、

八代郷と長江郷との境界に関する問題、条里型地割が施行された時期についても

言及いたしております。両の木神社遺跡は、同郡一宮町末木字両の木にあって、

御手洗川扇状地の扇端に位置しております。近くに国分寺や国分尼寺があり、あ

る時期国府があったことも想定されている古代甲斐国の中心地にあります。神社

の前を通る大型広域農道建設時に行われた発掘調査では、平安時代の集落吐が発

見されておりますので、本遺跡から検出された大溝は、この施設か、この付近に

あったといわれる古墳の周溝であろうと思われます。

両遺跡とも発掘範囲は、狭いながらも、貴重な成果をあげることができたと考

えております。本報告書が今後の研究に、また地域発展のため資することができ

ますれば幸甚に存じます。

末筆ながら、調査のお世話をいただいた関係各機関、直接発掘調査に当たられ

た皆様に厚くお礼を申し上げます。

1989年３月25日

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義



笛吹川農業水利事業に伴う

下 長崎遺跡

両の木神社遺跡

発掘調査報 告書



しもながさき

下長崎遺跡

古墳・奈良・平安時代集落杜の調査



例 ロ

１発掘調査は文化庁の補助金と農林水産省の委託金を受けて実施した。

２発掘調査と報告書の執筆、写真撮影は県埋蔵文化財センター副主幹・文化財主事森和敏が担

当した。

３発掘調査、資料整理、本書の作成の参加者は次のとおりである。

発掘参加者（順不同敬称略）

○渡辺礼子○渡辺征子臼城福子石倉幸子中村隆子橘田睦美桐泰子保坂幸子斉

藤英子石倉宙美矢崎美恵子長坂素代子斉間千津子中村あつ子斎藤寿子相沢正子

長井よし江中村悦子○宮沢まさみ青山ちづ子岩沢久仁子渡辺はるゑ石倉栄子中

村広子

整理参加者（順不同敬称略）

小池満恵林部光長尾美子荒川奈津江玄間千鶴後藤良美柏木まつ江宮川東及び上

記○印

４本書の遺構番号は発掘調査時に付したとおり使用したが、資料整理時に欠番としたものもあ

る。

５図面、本文中に使用した略記号は次のとおりである。

ＳＢ－竪穴住居杜、掘立柱建物杜、Ｓ一石、ＳＤ－溝、ＳＬＳ－列石、ＩＳ－集石、ＳＸ－

配石（性格不明遺構）、ＴＰ－トレンチ、Ｐ－ビット、Ｇ－グリッド

６遺物実測図の（）内番号は遺構平面図の遺物番号である。

７遺物実測図の番号と遺物説明表の番号のものとは同一遺物である。

８出土した遺物、遺構実測図・写真、遺物実測図・写真等の記録類は全て県埋蔵文化財センター

で保管している。

９遺物の編年、出土地名等については県埋蔵文化財センター坂本美夫・八巻与志夫文化財主事

によるところが多い。

１０遺物の編年は神奈川考古第１４号「奈良平安時代の諸問題」『甲斐地域』1983年坂本美夫

末木健堀内真によった。
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第１章発掘の原因とその経過

第１節発掘の原因

下長崎遺跡他２ヶ所の発掘調査は農林水産省が昭和62年度に施行する笛吹川農業水利事業とし

て副幹線管水路を埋設する工事に伴って行った。

この工事は笛吹川左岸の広い畑地帯を潅潤するための管水路を埋設する巾約３ｍ，深さ約３ｍ

の溝を掘削する。

第２節発掘の経過

年次計画で施行されている事業であるので、６１年度中に農林水産省笛吹川農業水利事業所、県

文化課と協議し、現地踏査を行って、遺物散布地３ヶ所を試掘することとした。

６２年９月１７日付第９～12号で下長崎遺跡、宮の後遺跡、下原遺跡の発掘通知を県文化課に提出

した。

下長崎遺跡発掘は昭和62年10月１２日から同年12月23日までの期間に行った。１０月６日から試

掘した結果によって、遺構包含層までの耕作士等30cm～40cmをバックホーで除去した。続いて全

面的に遺構包含層まで掘って、ほぼ間断なく遺構があることを確認した。この間、４Ｇにかって

屋敷墓地があったことがわかり、農水省では10月19日に遺族や関係者の参列のもとに、勝林寺住

職の続経によって供養し、改葬の儀を行った。この下層をさらに発掘したところ、鬼高式土器を

伴って焼土、かまど吐を検出した。

前半の期間は８Ｇから14Ｇまでを精査し、実測、写真撮影を約８割済ませた。この間10月21日

に石積した１号溝を、１１月10日に１号住居杜を、１１月18日に15Ｇで２列の石垣を、１１月下旬に５．

６号列石やその付近で、鍛冶遺構や土壌等を検出した。この間、八代町教育委員、文化財審議会

委員、民俗資料収集委員、浅川中学校ＰＴＡや甲府市上石田文化協会等が見学に来る。

後半の期間、１１月下旬からは１Ｇから７Ｇを重点的に調査を行う。全面的に掘り下げたところ、

３Ｇ北側から緑粕陶器の破片が数点出土し、後にも灰紬陶器が出土して、重要な地点となった。

しかし２Ｇ，３Ｇは遺構が重複していて、なお撹乱を著しく受けていて、その確認が困難であっ

た。１１月30日に５号住居吐を、続いて４号住居杜を、１２月７日に３号住居杜を、１１日に粘板岩や

その付近の遺構・遺物を、１７日に12号掘立柱建物杜を、２１日には８号配石等を検出した。発掘調

査の終了にあたっては、遺構があった下層を調査するために掘り下げたが、砂喋層（氾濫層）と

なり遺構、遺物は検出できなかった。なお12月９日には石組の１号溝を八代町民俗資料収集委員

が八代町郷士館に移築復元した。

なお、宮の後遺跡と下原遺跡の調査結果については、埋蔵文化財センター「年報」４に報告し

たとおりである。
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第２章遺跡の位置と環境

下長崎遺跡は甲府盆地の東部に展開する浅川扇状地扇端にある。浅川扇状地の新しい扇状堆積

層は洪積世末から沖積世始め（３万～数千年前）に形成された（八代町誌1975）といわれ、地

表ほ２次堆積ロームや砂喋で覆われ、肥沃士である。

第１節位置

下長崎遺跡の発掘地は東八代郡八代町永井字下長崎1706番地の1,1704番地、1696番地の１．３．

１７００番地で、発掘面積は約560m②（４ｍ×140ｍ）である。

遺跡は南区長崎集落の南西に接し、果樹園の中にある。県道甲府～八代線の西にある永井天神

社と無碍山職伽寺から北西へ約200ｍの地点にあって、甲府市からは約８km南東の地点で、甲府

盆地の南東に位置する。

第２図下長崎遺跡付近図(而而）
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第３図下長崎遺跡発掘範囲図(雨）

第２節自然環境

この遺跡は浅川扇状地の扇央から扇端に移る地域にあり、西に約１度緩やかに傾斜する平坦な

場所に所在し、標高は283ｍ～286ｍである。この付近は比較的水利の便は悪いが、少し西に下る

と大清水、小清水、道寛池などの小字の地名があり、南北にスプリングラインが走り、その下は

水利がよく、水系が発達している。盆地内に発達する急傾斜扇状地の扇端部の多くは、土石流堆

積によって形成された微地形のみられる上半部とは異なり、むしろ流水堆積に近い状態で形成さ
（註１）

れた泥流舌状地であろう、とい1,､この境界付近では湧水（スプリングライン）があるという。こ

の遺跡付近がこの境界であろう。さらにその下は笛吹川の沖積層となる。笛吹川はこの遺跡の1,

100ｍ西にあり、浅川等の御坂山塊から流出する諸河川を集め、釜無川（現富士川）と合流して

富士川となり、太平洋に注ぐ。
（註2）

浅ﾉｌｌは扇状地を形成しながら徐々に南に移り、現在はその南端を流れていて、この遺跡の南60

0ｍにある。

（註１）「浅川の歴史」森和敏『あさかわ』浅川中学校ＰＴＡ１９８８

（註２）「条里地域の自然環境」高木勇夫１９８５

第３節歴史的環境

（１）歴史的環境

下長崎遺跡で検出した主な遺構は古墳時代後期と奈良時代、平安時代の集落遺構及び平安時代

後期かそれ以後の条里型土地割に関係する道があるので、これらに関する歴史的環境について説

明する。

古墳時代の集落分布については、甲府盆地では不明な点が多く、この東部でも同様である。

下長崎遺跡付近では遺物分布調査で後述するように若干発見された。古墳分布の概略は甲府盆

４



地では大きくは西部、北部、東部の三分布域があり、この遺跡がある東部では最も濃厚で、広く

分布している。発掘地点付近では、古墳は南100ｍに樹塚（荘塚）古墳が、東100ｍに物見塚古墳

があり、かってあったと言われる（永井矢崎従道氏の父が削平したという）無名墳が北東50ｍ

（1753,1754番地荒神社地）にあり、今は全壊して不明であるが、馬見塚という小字名が残って

いるので北200ｍの付近にも古墳があったと考えられる。これらのうち樹塚（荘塚）古墳は横穴

式石室をもつ古墳では初期に築造されたと考えられており、６世紀前半中頃に比定されている。

その他の未確定のものを含む３基も地域的にみて後期古墳であろう。６世紀中葉は新旧首長層が

交替しその中心地は甲府盆地南東から北東へと漸次移ったと考えられており、古墳の分布も後期

になると大勢は浅川以北の諸扇状地に移る。この時期から扇状地は急速に開発が進み、農業生産

力も著しく高まったと思われる。

平安時代の集落分布についても、古墳時代と同様不明な点が多い。一般的には平安時代後期に

は盆地全域にわたって遺跡が拡散し、かつ濃密になると考えられ、山間部にまで多く分布するよ

うになる。下長崎遺跡周囲にも広く分布し、遺跡付近にも濃厚に散布しているが、このことにつ

いては後述する。浅川・境川扇状地の条里型地割が本遺跡付近まであり、その関係については第

五章のとおりである。

（２）発掘地域おける遺物分布

この遺跡周囲の地表面に散布する土師器は古墳時代から平安時代（鎌倉時代以後も含まれる可

能性はあるが）までの問に比定されるものがある。分布域の範囲は今回と三光神遺跡を発掘調査
（註１）

した際のものを合わせると、南北500ｍ以上、東西400ｍくらし､であろう。この範囲の北側は長崎
（註２）

集落があるため、地表面の分布はわからな''､が、五里原遺跡まで続く可能性もあり、南側では永

井区小字岩船、豊気、雨降まで続き、一部では更に広がる。ただ前述した２遺跡の時代が違うよ

うに、その範囲内でも集落が移動しているものと考えられ、場所によって、遺跡の時期差はあろ

う。またこの範囲内でも土器分布の濃淡があって、大きく３カ所に分けることができ、その１は

主に平安時代後期の下長崎遺跡、その２は東南50ｍにある金山遺跡（仮称、時期は特定出来ない）、

その３は南西100ｍにある古墳時代後期（鬼高期）を主とする三光神遺跡である。ただ地表面に

分布する土師器は、三光神遺跡のように上流からの押し出しによって移動したことも考えられる

ので、遺跡であるかどうかは確実ではない。

下長崎遺跡に分布している遺物は中期縄文式土器と土師器である。

中期縄文式土器は南区小字長崎1268,1282,1272番地付近に集中して、100ｍくらいの範囲で、

ほぼ円形に散布している。かつてここから曽利式の葵(八代町郷士館所蔵)が出士したことがある。

土師器は今回の発掘地を南限として、条里型地割の道路（町道51号線）を越えて、南北150ｍ，

東西150ｍくらいの範囲に濃く散布していて、この地域外へも広がっている。土器の時期は古墳

時代初頭の五領式から後期の鬼高、平安時代の国分式までみられる。中でも国分式が最も多いの

で、発掘地の遺構が北側に広がっていることは確実であろう。

（註１）「三光神遺跡」八代町教育委員会１９８７

（註２）「五里原遺跡」八代町教育委員会１９８６
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第４図発掘地域の遺物分布図(流）
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Ｉ・表土（耕作土）
n．黒褐色土（ロームにやや砂を含む）
Ⅲ、黒褐色土（IIよりやや黒く水分を含む）
Ⅳ、黒褐色土（ロームを含む砂層）
Ｖ・黄褐色土（ロームを含む砂喋層）
Ⅵ、黄褐色土（砂喋層）

Ｍ’
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第５図６Ｇ北壁地層図
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第３章遺跡の地層と文化層

７

１．表土
Ｏ

Ｌ‐－！‐」
１ｍ

１１．茶*島色土
Ⅲ、茶褐色土
Ⅳ、黒褐色土２－１０cm大の磯を多量に含む（腐食土）
Ｖ・茶褐色土砂粒を含む

第６図1号ﾄﾚﾝﾁ地層図(左）Ｗ::難圭膿ｲﾆ歪卿曇腰
Ⅶ、黄褐色土細かい砂層
Ⅷ、黄褐色土荒い砂層（石は混っていない）

本遺跡が位置する浅川扇状地扇端の表層地層は耕作士（表土）、小喋を含む氾濫層や腐食士層

などで構成されている。遺構は表土の下の黒褐色士層に包含され、これを掘込み面として、包含

層の深さは地表から約50cmから約120cmまでである。

表土下の地層は不整合であるため標準層序は決められないが、地表の耕作士が約20cmで、その

下層が小喋を含む黒褐色腐食士層の遺構包含層（50cm～120cm）があり、その下層が大小の磯を

包む砂層の氾濫層となり、この地表からの深さは60cm～130cmである。おおよそ氾濫層は下方に

なるにしたがって深くなる。

氾濫層（土石流）の状況は第１Ｇで深堀りしたトレンチの地層図（第６図）のとおりである｡．

その直上に古墳時代から平安時代までの遺構包含層があるから、氾濫層は古墳時代直前に形成さ

れたものと考えられる。遺構包含層の状況をみると、２号住居土止、４号住居吐などを埋没した地

層のように、上方から相当な力によって押し流して、住居吐内に堆積したようである。これは前

述したように「流水堆積に近い状態で形成された泥流舌状地」的地層のように考えられる。第１
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Ｇから第10Ｇ付近までは遺構の掘込面は黒褐色士で、その下層の氾濫層まで掘っている。

第11Ｇから第15Ｇでは遺構の掘込は下層の氾濫層まで至っていないので、その包含層は黒褐色

土層中にある。しかしその掘込面は深く、地表下120ｃｍくらいである。第11Ｇで検出された石組

の水溜状遺構も黒褐色士層中にあり、条里型地割の畦畔（道）はこの上に構築されている。

第４章遺構と遺物

古墳時代および平安時代の遺構と遺物を、また奈良時代かと思われる遺構と遺物を若干検出し

た。この他に若干縄文時代中期の土器と石器、弥生式土器数個が出土した。その他時期不明の集

石や士塘を数基検出した。遺構から出土した遺物でその時期を判定すると下記のとおりであるが

疑問を有するものもある。古墳時代の主な遺構は後期の鬼高式土器を伴う堅穴式住居杜３軒、堀

立柱建物杜２棟、配石遺構３基や土壌等を検出した。奈良時代では遺物と遺構包含層の状況によ

り、１号、２号、９号住居杜を疑問もあるが一応この時期と承なす。しかし１号、２号住居杜は

平安時代初期とみることもできよう。平安時代の主な遺構は10世紀後半から12世紀前半に比定で

きる遺物を伴って、堅穴式住居４軒、石垣３基、石列２基（石垣か）、集石列１基や配石土壌、

鍛冶遺構のほか、数基のかまど杜などや石垣などの石組遺構が故意に破壊された跡、と考えられ

る集石、捨てたと考えられる石が累積したところなど、人為的に散乱させたような石群も数箇所

あった。遺物は土師器、土師質土器、須恵器、灰紬陶器、緑粕陶器、鉄製品などが出土し、この

中でも貴重品とされる緑粕陶器が７個体、鉄鍍など特殊な遺物が出土している。平安時代の石組

遺構や特殊な遺物が検出されたことは、単なる集落遺跡ではなく、荘園の中心的な遺構か土豪の

屋敷跡などが想定される。この他中世の所産かと考えられる内耳土器、石臼、三足の線香立や白

磁等が主に10Ｇ～14Ｇで若干検出されたが、遺構との関連はないと思われる。

第１節古墳時代

発掘区の西側である11Ｇ～15Ｇに遺構、遺物が多かったが、４Ｇ～５Ｇでも検出した。遺構は

３．６．１０号住居杜３軒と１１．１２号掘立柱建物杜２棟、配石が１号・２号の２基、土壌が１号～

４号・６号の５基、鍛冶遺構が１基、集石列が１基（２号）、粘板岩を小石で囲んだ遺構の１基

を検出した。遺構の時期はそのほとんどが古墳時代後期の鬼高式期に属する。遺構包含層は、１３．

１４Ｇでは地表から120ｃｍくらいあり、五里原遺跡や三光神遺跡と同程度である。

竪穴住居杜

３号住居杜大きさは東西2.85ｍ，南北2.35ｍと小型で、深さは15cmである。柱穴は床面に検

出されなかったので、さらにこれを削り取ってその下層を調査したがなかった。かまどは東壁中

央に石を芯として、粘土を積上げて構築され、煙道が住居吐外に60cm掘られている。出土遺物は

多く、中でも東南の隅には完形の甑１箇、蕊１箇と蕊の破片が出土した。なお西壁外の北側が約

70cm×90cmの範囲で固く踏承締められていたので、出入口と考えられる。
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